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               審   査   の   要   旨 
 本学位論文では，果樹栽培において新技術として注目されているジョイント整枝法を用いてニホンスモモを
栽培した際の花芽形成生理について，誘引と植物ホルモンとの関係を生理生化学的および分子生物学的に解明
しようとしたものである．本研究の結果より，ニホンスモモ‘貴陽’において，枝の誘引および樹の連結が，
活性型ジベレリン含量を低下させ，花芽分化を促すことを明らかにした．その際に，ジベレリン生合成遺伝子
の発現抑制や不活性化酵素遺伝子の発現促進がみられることをニホンスモモで初めて示した．また，誘引によ
り天然オーキシン含量の低下やABA含量の増加が認められ，それらが花芽形成促進に関与することを示唆した．
さらに，花芽分化を詳細に観察し，ジョイント整枝および枝の誘引が花芽分化を促進することを明らかにする
とともに，花芽分化様式や時期を形態学的に示した．花芽分化の促進は，花芽数の確保につながる重要な知見
であると考えられる．以上のことから，本論文は，果樹の花芽分化に関する知見として学術的に重要であるだ
けでなく，ジョイント整枝の花芽分化生理に関する初めての知見として，今後の果樹の栽培管理に大きく寄与
するものと判断された． 
平成27年9月4日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い，
本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員全員によって合
格と判定された． 
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
 
 
 
 
 
 
 
